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＜目的＞

我々は精 白米を過度に鴇讐し たときに食味などの性質が著しく 異なること， それらを組

み合わせて混合炊 飯し たときに単独炊飯し た場合と種 々の点で異なることなどを実験的に

検討して報告してきた．

混合炊飯し た場合， 既存の米 飯粒の測定法 では米飯の食味に特に重要なレオロジー性を

魏べるには不十分と考≪.. 米 飯粒の団塊の測定法についてまず検討を加えた後,    混 合炊 飯

による米飯のレ オロジー性の特質を把握することを目的とし た.

＜ 方 法＞

主として兵庫県 産”申生新千 本″を原料米としてこれを 揚精し, ≫ 精歩 合の異なる， す

なわち食味などの性質の異なる試料米を得て， これらを組み合わせて混合炊飯したも のの

レ オロ ジー性を不動工業1201 型 レ オメータ- によって測定し， 単独炊飯し たものと比較し

た． なお， 炊飯器は松下電●SR －PO4 型,    炊 飯条件は加水比1  .5, む らし時間1  5 分

であ る.

＜ 結果＞

米飯の団塊の測定値に影響を及ぼ す諸要因について試料の充填条件に検討を加えて, 再

現 性` の よい米 飯のレオロ ジー性測定条件を見出し た．

この方法 で単独炊飯， 混合炊飯による米飯のレ オロ ジー性を測定したが, 食 味によるテ

クスチュア評価ともよく関連するものであっ た．
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